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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成25年12月5日(2013.12.5)

【公開番号】特開2011-145291(P2011-145291A)
【公開日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2010-284923(P2010-284923)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/416    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/327    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  27/46    　　　Ｓ
   Ｇ０１Ｎ  27/30    ３５３Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  27/46    ３３６Ｇ
   Ｇ０１Ｎ  27/46    ３３８　
   Ｇ０１Ｎ  37/00    １０１　
   Ｇ０１Ｎ  35/08    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月22日(2013.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サンプル中の分析物の濃度を定量するための方法であって、前記方法は、
　分析物を含むサンプルをサンプル分析装置の電気化学セル内に導入することであって、
前記電気化学セルは作用電極及び対電極を有する、導入することと、
　前記サンプルの充填時間を定量することと、
　少なくとも前記充填時間を考慮してプレパルス時間を計算することと、
　前記プレパルス時間に等しい長さの時間にわたって前記作用電極と前記対電極との間に
電位を印加することと、
　前記分析物の濃度を定量することと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記サンプルの充填時間を定量することが、
　前記サンプルが導入されるときに前記作用電極と前記対電極との間に電位を印加するこ
とと、
　時間の関数としてセル電流を計測することと、
　前記時間の関数としてのセル電流に基づいて電流降下時間を定量することと、を含み、
前記電流降下時間が前記サンプルの前記充填時間に相当する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記電流降下時間を定量することが、経時的に計測される前記セル電流における変化の
最大の負の値を計算することにより達成される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記時間の関数としてセル電流を計測することが、
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　およそ２ミリ秒毎に電流計測を行うことと、
　およそ１０ミリ秒毎の電流計測値に基づいて平均電流を計算し、保存することと、を含
む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記サンプルの前記充填時間を考慮して、前記サンプル中のヘマトクリット値のレベル
を定量することを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記分析物の濃度を定量することが、前記定量されたヘマトクリット値のレベルを考慮
して、前記分析物の濃度を計算することを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記サンプル分析装置がグルコースセンサーを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記サンプル分析装置が免疫センサーを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記サンプルが血液を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記血液が全血を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　サンプル中の分析物の濃度を定量するための方法であって、前記方法は、
　電気化学センサーにおいて前記サンプルの存在を検出することであって、前記電気化学
センサーが２つの電極を含む、検出することと、
　前記２つの電極で前記サンプルの充填時間を定量することと、
　少なくとも前記充填時間を考慮して、補正因子を計算することと、
　分析物を反応させて前記２つの電極間で前記分析物の物理的変化を生じさせることと、
　前記補正因子を考慮して、同じ前記２つの電極を用いて前記分析物の濃度を定量するこ
とと、を含む、方法。
【請求項１２】
　前記サンプルの前記充填時間を定量することが、
　前記サンプルが導入されている間に前記２つの電極の間に電位を印加することと、
　時間の関数として電流を計測することと、
　前記時間の関数としての電流に基づいて、電流降下時間を定量することと、を含み、前
記電流降下時間が前記サンプルの前記充填時間に相当する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記電流降下時間を定量することが、経時的に計測された電流における変化の最大の負
の値を計算することを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記電流降下時間を定量することが、少なくとも２つの電流値の間の差を計算すること
を含み、前記差が第一の所定の閾値よりも大きい、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記電流降下時間を定量することが、少なくとも２つの電流値の間の差を計算すること
を含み、前記差が第二の所定の閾値よりも小さい、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記電流降下時間を定量することが前記時間の関数として計測された電流の勾配を計算
することを含み、前記勾配が第三の所定の閾値よりも大きい、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記電流降下時間を定量することが、前記時間の関数として計測された電流の勾配を計
算することを含み、前記勾配が第四の所定の閾値よりも小さい、請求項１２に記載の方法
。
【請求項１８】
　前記電流降下時間を定量することが、前記時間の関数として計測された電流の変曲点を
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計算することを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記サンプルの存在を検出することが、
　前記２つの電極の間に電位を印加することと、
　第五の所定の閾値よりも大きい電流値の変化を計測することと、を含む、請求項１１に
記載の方法。
【請求項２０】
　前記サンプルの存在を検出することが、
　前記２つの電極の間に電位を印加することと、
　第六の所定の閾値よりも小さい電流値の変化を計測することと、を含む、請求項１１に
記載の方法。
【請求項２１】
　前記サンプルの存在を検出することが、
　前記２つの電極の間にほぼ一定の電流を印加することと、
　第七の所定の閾値よりも大きい電位の変化を計測することと、を含む、請求項１１に記
載の方法。
【請求項２２】
　前記サンプルの存在を検出することが、
　前記２つの電極の間にほぼ一定の電流を印加することと、
　第八の所定の閾値よりも小さい電位の変化を計測することと、を含む、請求項１１に記
載の方法。
【請求項２３】
　前記サンプルの存在を検出することが、分析物計測機のマイクロプロセッサにより行わ
れる、請求項１１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記分析物を反応させることが、前記２つの電極により電流として測定される電気活性
種を生じさせる、請求項１１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記２つの電極が対向して面した配向を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記２つの電極が面する配向を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記電気化学センサーがグルコースセンサーを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記電気化学センサーが免疫センサーを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項２９】
　前記サンプルが血液を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記サンプルが全血を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項３１】
　補正された分析物濃度を計測するための方法であって、前記方法は、
　電気化学センサーにおいてサンプルの存在を検出することであって、前記電気化学セン
サーが２つの電極を含む、検出することと、
　前記２つの電極で前記サンプルの充填時間を定量することと、
　分析物を反応させて前記分析物の物理的変化を生じさせることと、
　同じ前記２つの電極を用いて前記サンプル中の第一分析物濃度を定量することと、
　前記第一分析物濃度及び前記充填時間に基づいて補正された分析物濃度を計算すること
と、を含む、方法。
【請求項３２】
　前記補正された分析物濃度を計算する工程が、
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　前記充填時間に基づいて補正因子を計算することを含み、前記補正された分析物濃度が
前記第一分析物濃度及び前記補正因子に基づいて計算される、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記補正因子は、前記充填時間が第一充填時間閾値よりも小さい場合には、約ゼロを含
む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記補正因子は、前記充填時間が第一充填時間閾値よりも大きく、第二充填時間閾値よ
りも小さい場合には、前記充填時間を考慮して計算される、請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　前記補正因子は、前記充填時間が第二充填時間閾値よりも大きい場合には、一定値を含
む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３６】
　前記補正された分析物濃度を計算する工程が、前記補正因子と、前記サンプル中の前記
第一分析物濃度が閾値よりも小さい場合の前記サンプル中の前記第一分析物濃度と、の和
を計算することを含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３７】
　前記サンプル中の前記第一分析物濃度が閾値よりも大きい場合に前記補正された分析物
濃度を計算する工程が、
　前記補正因子を１００で除算し、１を加算して中間項を与え、
　前記中間項に前記第一分析物濃度を乗算して、充填時間で補正された分析物濃度を与え
ることを含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３８】
　前記サンプルの充填時間を定量することが、
　前記サンプルが導入されている間に前記２つの電極の間に電位を印加することと、
　時間の関数として電流を計測することと、
　前記時間の関数としての電流に基づいて電流降下時間を定量することと、を含み、前記
電流降下時間が前記サンプルの前記充填時間に相当する、請求項３１に記載の方法。
【請求項３９】
　前記電流降下時間を定量することが、経時的に計測される電流における変化の最大の負
の値を計算することを含む、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記電流降下時間を定量することが、少なくとも２つの電流値の間の差を計算すること
を含み、前記差が第一の所定の閾値よりも大きい、請求項３８に記載の方法。
【請求項４１】
　前記電流降下時間を定量することが、少なくとも２つの電流値の間の差を計算すること
を含み、前記差が第二の所定の閾値よりも小さい、請求項３８に記載の方法。
【請求項４２】
　前記電流降下時間を定量することが、前記時間の関数として計測された電流の勾配を計
算することを含み、前記勾配が第三の所定の閾値よりも大きい、請求項３８に記載の方法
。
【請求項４３】
　前記電流降下時間を定量することが、前記時間の関数として計測された電流の勾配を計
算することを含み、前記勾配が第四の所定の閾値よりも小さい、請求項３８に記載の方法
。
【請求項４４】
　前記電流降下時間を定量することが、前記時間の関数として計測された電流の変曲点を
計算することを含む、請求項３８に記載の方法。
【請求項４５】
　前記サンプルの存在を検出することが、
　前記２つの電極の間に電位を印加することと、
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　第五の所定の閾値よりも大きい電流値の変化を計測することと、を含む、請求項３１に
記載の方法。
【請求項４６】
　前記サンプルの存在を検出することが、
　前記２つの電極の間に電位を印加することと、
　第六の所定の閾値よりも小さい電流値の変化を計測することと、を含む、請求項３１に
記載の方法。
【請求項４７】
　前記サンプルの存在を検出することが、
　前記２つの電極の間にほぼ一定の電流を印加することと、
　第七の所定の閾値よりも大きい電位の変化を計測することと、を含む、請求項３１に記
載の方法。
【請求項４８】
　前記サンプルの存在を検出することが、
　前記２つの電極の間にほぼ一定の電流を印加することと、
　第八の所定の閾値よりも小さい電位の変化を計測することと、を含む、請求項３１に記
載の方法。
【請求項４９】
　前記サンプルの存在を検出することが、分析物計測機のマイクロプロセッサにより行わ
れる、請求項３１に記載の方法。
【請求項５０】
　前記分析物を反応させることが、前記２つの電極により電流として測定される電気活性
種を生じさせる、請求項３１に記載の方法。
【請求項５１】
　前記２つの電極が対向して面した配向を含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項５２】
　前記２つの電極が面する配向を含む、請求項３１に記載の方法。
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